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レミケードの治療位置づけ 

手術 

生物学的製剤・ 

免疫調整薬              

ステロイド 

経腸栄養剤・5-ASA製剤       
（ペンタサ・サラゾピリン・ア

ルコール） 

レミケード 

・炎症性腸疾患の患者さんでは特にTNFα  

 という物質が関与しています。 

 

・TNFαは通常、体を細菌や異物から守る 

 働きをしていますが、過剰に産生される 

 と炎症を引き起こしてしまいます。 

レミケードの作用 

炎症性腸疾患とTNFα 
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レミケードの 投与スケジュール 

0週 ２週 ６週 14週 ２２週 

８週 ８週 

１)点滴は2時間以上かけてゆっくり投与します。 
2)点滴中はテレビや読書、音楽を聴いてリラックスしながら治療できます。 

3回目以降は8週間おきに点滴治療。 

重大な副作用・・・ 

・感染症 （肺炎・結核・敗血症・日和見感染） 

・脱髄疾患 

・間質性肺炎 

・肝機能障害 

・インフュージョンリアクション 

 アナフィラキシー様症状（呼吸困難・気管支痙攣・
血圧上昇・血圧低下・発熱・低酸素血症） 

 

1）生理食塩水を併用して投与 
 
2）15分間隔の見回り 
 
3）リスクに合わせて点滴の速度を変更 
 
4）年間520件以上のレミケードの使用経験のある   
  専従の男女2名の看護師が対応。 

安全にレミケードを投与するために 

安心・安全・安楽な治療を目指して 

努力していきますので、 

今後ともよろしくお願いします。 
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